








Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk











































ため，息子 Christopher Robin が学齢期になると名前のことでからかわれるなど，終生プーの物語
に取り憑かれて苦しみ，親子が疎遠になってしまったことも悲劇である（5）。
　出版当時，子ども向けの詩集 When We Were Young （1924），Now We Were Six（1927） が人気




年（明治 40 年）に埼玉県に生まれ，1928 年に日本女子大学校英文学部を卒業した。石井は在学中
から菊池寛のもとで英語に関するアルバイトをしていたが（8），1929 年に，菊池寛が 1926 年に創設
した文藝春秋社に入社した。1933 年，作家犬養健の家で The House at Pooh Corner （1928） を子
どもたちに訳して読んだことが，『プー』作品との最初の出会いとなる。文藝春秋社を退社したあ
と，新潮社に入社し，子どものための「日本少國民文庫」の編集に携わる。
　1940 年に『熊のプーさん』の初訳を発表し，その 2 年後の 1942 年に『プー横町にたつた家』を
出版した。日本は太平洋戦争に突入し，英語作品を翻訳しにくい情勢となったため，石井は創作に
取り掛かり，『ノンちゃん雲に乗る』を書く。1945 年，終戦前に疎開した宮城県で，農業や酪農に
携わった。終戦後の 1947 年に，『ノンちゃん雲に乗る』を刊行した。その後，1950 年に『熊のプー
さん』と『プー横丁』を英宝社から刊行した。
　1954 年から翌年にかけて，アメリカ，カナダ，ヨーロッパの充実した子ども向け図書館を視察
し，帰国後，1956 年に石井桃子，瀬田貞二，鈴木晋一，松居直，いぬいとみこの 5 名の頭文字を















































このように，父と子の場面と，物語世界のあいだを自在に往来するので，読者には “I” や “you” 
が誰を指しているのかわかりにくい。次が，作品の冒頭部分である。
　　 　（A）  Here is Edward Bear, coming downstairs now, bump, bump, on the back of his head, 
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behind Christopher Robin. It is, as far as he knows, the only way of coming downstairs, but 
somrtimes he feels that there really is another way, if only he could stop bumping for a mo-
ment and think of it. And then he feels that perhaps there isn’t. Anyhow, here he is at the 
bottom, and ready to be introduced to youア . Winnie-the-Pooh.
　　 　（B）  When Iイ first heard his name, I said, just as youウ are going to say, “But I thought 
he was a boy?”
　　“So did Iエ , “ said Christopher Robin. 
　　“Then youオ can’t call him Winnie?”
　　“I カ don’t.”
　　“But you said----”
　　“He’s Winnie-ther-Pooh. Don’t you know what ‘ther’ means?”
　　 “Ah, yes, now I do,” I said quickly; and I hope youキ do too, because it is all the explanation 
you are going to get.
　　 　（C）  Sometimes Winnie-the-Pooh likes a game of some sort when he comes downstairs, 
and sometimes he likes to sit quietly in front of the fire and listen to a story. This eve-
ning-----
　　 　（D）　“What about a story?” said Christopher Robin.
　　“What about a story?”  I ク said.
　　“Could you very sweetly tell Winnie-the-Pooh one?”
　　“I suppose I could,” I said. “What sort of stories does he like?”
　　“About himself. Because he’s that sort of Bear.”
　　“Oh, I see.”
　　“So could you very sweetly?”
　　“I’ll try,” I said.
　　So I tried.
　　 　（E）　Once upon a time, a very long time ago now, about last Friday, Winnie-the-Pooh 
lived in a forest all by himself under the name of Sanders.
　　 　（F） （“What does ‘under the name’ mean?” asked Christopher Robin. …  （Chap. 1）
　　（下線筆者。（A）〜（F）は筆者が便宜的につけたもの）
　この部分には I と you が何度も登場する。誰が誰に語っているのかに注意しながら， I と you が
誰を指しているのか確認しよう。（A） の部分は語り手が読者に向けて語っているので，youアは，




　1 行空けて，（E） 部分は，再び物語世界になる。そのあとで （F） 部分は再び語り手と息子の会
話部分となり，ここではカッコでくくられ，イタリックスとなっている。その後，また物語世界へ
戻る。このように，父と息子の会話部分と，物語世界が交互に描かれ，I と you が誰を指すのかが
めまぐるしく変わるので，注意が必要である。次が石井訳である。
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　　① Isn’t it funny　 ふしぎだな
　　　 How a bear likes honey?　 クマはほんとに
　　　 Buzz! Buzz! Buzz!　 ミツがすき
　　　 I wonder why he does?　（Chap. 1） ブン！ブン！ブン！
　 だけど，そりゃまた
 なぜだろな　（下線筆者）
　原文では funny と honey，Buzz と does で脚韻を踏んでいるが，翻訳では押韻は反映されてい
ない。せめて，1 行目と 6 行目の最後の音を「な」で揃えているくらいである。むしろ，七五調に
するため，改行の仕方を原文の 4 行から翻訳では 6 行に変えている。押韻ではなく，語調を重視し
た訳である。「だけど，そりゃまたなぜだろな」などという具合に，プーのおどけた感じがうまく
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七五調で訳されている。
　　② It’s a very funny thought that, if Bears were Bees,　 おかしなことじゃ
　　　 They‘d build their nests at the bottom of trees. あるけれど
　　　 And that being so （if the Bees were Bears）, もしもクマが











　　③ How sweet to be a Cloud　 青空にうかぶ
　　　 Floating in the Blue!　 雲はたのし！
　　　 Every little cloud　 ちいさい雲は
　　　 Always sings aloud.　 いつも
4 4 4
うたう
　　　“How sweet to be a Cloud　 青空にうかぶ
　　　 Floating in the Blue!”　 雲はたのし！
　　　 It makes him very proud　 ちいさい雲は
　　　 To be a little cloud. 　　　（Chap. 1　下線筆者）　 とてもとくいだ
　原文は Cloud, aloud, proud で脚韻を踏んでいる。翻訳は直訳調であり，改行は原文と同じであ
る。
　　④ Tra-la-la, tra-la-la,　 タララ・タララ
　　　 Tra-la-la, tra-la-la,　 タララ・タララ
　　　 Rum-tum-tiddle-um-tum.　 タラン・タタン・タラン・タタン・アム
　　　 Tiddle-iddle, tiddle-iddle,　 ラン・タン・タラン・タム
　　　 Tiddle-iddle, tiddle-iddle,　 ラン・タン・タラン・タム


















　　Who found the Tail?
　　“I,” said Pooh,
　　“At a quarter to two
　　（Only it was quarter to eleven really）,
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れた。
6）マザーグースの唄の応用
　第 4 章のプーの“Who found the Tail?”の歌は，次の 2 つのマザーグースの唄が下敷きになっ
ている。一つ目は，「誰が殺したコック・ロビン」，もう一つが「ボー・ピープちゃんが羊を見失っ
た」という唄である。
　　① Who killed Cock Robin?
　　　 I, said the Sparrow,
　　　 With my bow and arrow,
　　　 I killed Cock Robin. …
　
　　 ② Little Bo-Peep has lost her sheep,
　　　 And can’t tell where to find them;
　　　 Leave them alone, and they’ll come home,




いう話を下敷きにしている。また，最後にプーが得意げに歌う “Who found the Tail?” の歌は，
マザーグースの “Who killed Cock Robin?” の替え歌になっている。イギリスの読者にとっては，
馴染みのあるマザーグースの唄が二重の意味でプーの歌に使われていることに気づけば，面白さが











　第 3 章で，コブタの家の横の壊れた看板に “TRESPASSERS W”と表記されていることについ
て，クリストファー・ロビンとコブタが話している。これは何かと問うクリストファー・ロビンに
対して，コブタは祖父の名前が “Trespassers William” だったが途中で看板がなくなってしまった
と説明する。勘違いによるこじつけである。本当は，普通，私有地や芝生などに立てられる 
“Trespassers will be prosecuted” 「侵入者は罰せられます」や「通り抜け禁止」ということだが，
石井訳では，「トオリヌケ・キ」は「トオリヌケ・キンジロウ」の一部分であると説明している。
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勘違いのこじつけはそのまま保持し，日本の名前に変え，「キンジロウ」まで入れて説明している
ので，読者には何の勘違いかわかりやすい。














　　Cottleston, Cottleston, Cottleston Pie, カトルストン・カトルストン　
　　A fly can’t bird, but a bird can fly.　 　　　カトルストン・パイ
　　Ask me a riddle and I reply: スズメは，はえないが
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　　“Gaiety. Song-and-dance. Here we go round the mulberry bush.”
　　“Oh!” said Pooh. He thought for a long time, and then asked, “What mulberry bush is that?”
　　“Bon-hommy,” went on Eeyore gloomily. “French word meaning bonhommy,” he explained. 




























　次に，石井訳に見られる古い言い回しについて検討する。「こうもり」 （umbrella） （第 1 章），
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 （第 2 章），ぼくんち
4 4 4 4
（第 2 章），力のつく本
4 4 4 4 4
（第 2 章），親せき
4 4
友人一同 （第 2 章），そいつ
4 4 4
じゃなくて，そいつら
4 4 4 4
っていうつもり（第 3 章），敵がい
4 4
心 （第 3 章），戸たたき
4 4 4
 （第 4 章），りゅ
4 4
うこうせいかんぼう
4 4 4 4 4 4 4 4 4
 （第 4 章），ノソノソあるいてた
4 4 4 4 4 4 4 4 4
 （第 5 章），わなわなしい
4 4 4 4 4 4
 （第 5 章），しんせつ
4 4 4 4
の漢語 （第 6 章），ちょうほう
4 4 4 4 4
なつぼ （第 6 章），ルー
4 4
声をだしました （第 7 章），なんかのひょうし
4 4 4 4
で （第 7 章），てんけん
4 4 4 4
にのりだす，たんけん
4 4 4 4








　第 4 章では，フクロの家の玄関に書かれた言葉 “PLES RING IF AN RNSER IS REQIRD.” を
「ごよのあるしとひぱてくたさい」と訳し， “PLEZ CNOKE IF AN RNSR IS NOT REQID.” を「こ
よないしとたたてください」と訳している。
　第 6 章では，イーヨーへの誕生日メッセージとして “HIPY PAPY BTHUTHDTH THUTHDA 
BTHUTHDY.” を「おたんじゃうひ　たじゅやひ　おたんうよひ　おやわい　およわい」と訳して
いる。
　第 8 章は北極への探検をするという話だが，「探検」（Expedition） をプーが言い間違えて Ex-
potition と言ってしまう。それを「てんけん」隊と訳している。












　この第 8 章に続く第 9 章では，前章の北極を受けて，南極が話題にのぼり，さらに，西極，東極
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　　“Here, give us a paw.”
　　Pooh Bear stretched out a paw, and Rabbit pulled and pulled and pulled….
　　“Ow!” cried Pooh. “You’re hurting!”
　　“The fact is,” said Rabbit, “you’re stuck.”
　　“It all comes,” said Pooh crossly, “of not having front doors big enough.”










































































（ 1 ） Dick Bruna の nijntje の翻訳作品は，石井桃子訳が福音館書店から 1963 年から『うさこちゃん』シ
リーズとして刊行され，講談社からは英訳の Miffy を名前にした『ミッフィー』シリーズが舟崎靖子，
角野栄子の翻訳で刊行されている。
（ 2 ） 松山雅子は論文「『クマのプーさん』の入り口の構築――原作，石井桃子訳，松本恵子訳の検討を通
して」で石井訳と松本訳を比較し，いかに石井訳の語り口が巧みかを分析している。
（ 3 ） 石井訳では，一部原文を訳していない部分があるが，それについては第 3 章で考察する。
（ 4 ） New York Public Library には Christopher Robin Milne が所有していたぬいぐるみが展示されてい
る。
（ 5 ） Christopher Milne の自伝『クマのプーさんと魔法の森』に，自分が実名でモデルになったためにの
ちに葛藤があったことが述べられている。　　
（ 6 ） Winnie-the-Pooh の映画には，ディズニーの短編アニメーション Winnie the Pooh and the Honey 
Tree（1966）（邦題『プーさんとはちみつ』）などの他，教育ビデオなども多く制作されている。また，
作者 A. A. Milne と息子を描いた Goodbye Christopher Robin（2017, 20th C. Fox）,（邦題『グッバイ・
クリストファー・ロビン』），Cristopher Robin（2018, Disney）（邦題『プーと大人になった僕』）など
の実写映画作品もある。
（ 7 ） 石井桃子の生涯と作品については，「石井桃子年譜」「石井桃子作品年譜」『ユリイカ』（特集・石井桃
子）（2007, 7）を参照した。




尚紀訳との比較」Otsuma Review 第 53 号，（2020,10）を参照。




（11） 二つの唄とも引用は途中までである。唄については，Iona & Peter Opie, The Oxford Dictionary of 
Nursery Rhymes, 1951, 1997. を参照。
（12） 例えば，When We Were Young には マザーグースの “Little Bo-Peep” と “Little Boy Blue” の唄を
もじった詩がある。
（13） 竹内美紀は “Heffalump” について，その由来と，原文にはないほど石井訳で「ゾゾ」が繰り返され
る効果について述べている（竹内 2009　44-45）。
（14） 例えば，宮崎駿監督の『となりのトトロ』で，メイがオタマジャクシのことを「オジャマタクシ」，
―16 ―（ 155 ）
とうもろこしのことを「トウモコロシ」という場面などによく表れている。
（15） Alice Bertha Gomme, The Traditional Games of England, Scotland, and Ireland には， “Here we 
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